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１２月の社協だより

　今月号の表紙は「きままにスポーツ・健

康フェスタ」です。当協議会からも参加し、共

同募金、認知症、シルバー人材センターの広報

を行いました。

　他にも当協議会が行った事業で「地域サロン」

や「ふれあい交流会」を紹介しています。

　また、社協情報には１２月の相談日や

お知らせ等をご紹介しています。
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市
ノ
後
団
地
福
祉
座
談
会
（
10
月
４
日
）

　
市
ノ
後
団
地
は
「
公
民
館
で
の
活
動

も
増
え
、
参
加
者
も
多
い
。
提
案
す
る

と
、
す
ぐ
や
っ
て
み
よ
う
！
と
な
る
よ

い
地
域
で
す
」
ま
た
、「
市
ノ
後
団
地

は
３
役
（
区
長
、
民
生
児
童
委
員
、
高

齢
者
相
談
・
地
域
福
祉
委
員
）
以
外
に

も
良
い
意
見
を
出
さ
れ
る
役
員
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
」
と
地
域
の
良
い
所
を
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
見
守
り
対
象

者
に
つ
い
て
も
、
民
生
児
童
委
員
と
高

齢
者
相
談
・
地
域
福
祉
委
員
と
も
に
情

報
共
有
し
て
お
り
、
座
談
会
後
も
訪
問

先
の
確
認
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

安
永
４
町
内
福
祉
座
談
会
（
10
月
11
日
）

　
安
永
４
町
内
は
、
今
回
の
座
談
会
で
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
も
と
に
見

守
り
世
帯
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
と
し
て
も
①
相
互
間
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
構
築
、
②
環
境
美
化
、
③
防

災
、減
災
、防
犯
意
識
を
持
っ
て
、区
長
、

民
生
児
童
委
員
、
高
齢
者
相
談
・
地
域

福
祉
委
員
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
活
動

に
も
見
守
り
に
も
意
欲
的
で
、
若
い
世

代
の
方
や
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
も
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
地

域
活
動
を
計
画
さ
れ
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
ま
し
た
。
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認知症に対する県の取り組みを話していただきました

大変盛り上がった意見交換会

　
10
月
１
日
（
火
）
に
開
催
し
、
36
名

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
認
知
症
の
方
と
家

族
を
地
域
で
支
え
る
た
め
の
仕
組
み
作

り
の
一
環
で
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
で
あ
る
東
部
圏
域
、
西
部
圏
域
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
な
ど
の
専
門
職
の
皆
様
を
対

象
に
年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
基
調
講
演
と
し
て
熊
本
県

認
知
症
施
策
・
地
域
ケ
ア
推
進
課
よ
り

「
認
知
症
の
現
状
や
県
の
認
知
症
に
関

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
」、
町
役
場

福
祉
課
か
ら
「
町
の
認
知
症
施
策
に
つ

い
て
」
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
交
換
会
で
は
「
地
域
で
認

知
症
の
方
を
見
か
け
た
時
の
声
の
か
け

方
」
に
つ
い
て
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
経
験

を
通
し
た
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
認
知
症
基
本
法
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
認
知
症
予
防
と
地
域

で
の
共
生
な
ど
を
新
た
に
学
ぶ
機
会
と

し
て
、
今
後
も
専
門
職
の
皆
様
と
協
力

で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

認 知 症 事 業
地域福祉課

第
５
回
認
知
症
多
職
種
協
働
研
修
会
を
開
催

福 祉 座 談 会
在宅福祉課

市
ノ
後
団
地
、
安
永
４
町
内
で
開
催

安永４町内座談会の様子

市ノ後団地座談会の様子



会員紹介
～タスキ～

３

子
ど
も
民
生
委
員
活
動

地
域
福
祉
課

会
員
登
録
の
き
っ
か
け

　
定
年
退
職
後
、
た
だ
家
で
過
ご
す
だ

け
で
は
な
く
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
ら
れ
る
場
が
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
知
人
か
ら
話
を
聞
き
、
こ
れ
な

ら
自
分
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
地

域
社
会
の
役
に
立
て
る
か
も
し
れ
な
い

と
感
じ
、
入
会
を
決
め
ま
し
た
。

活
動
を
と
お
し
て
思
う
こ
と

　
自
分
よ
り
先
輩
の
皆
さ
ん
が
暑
い
日

も
寒
い
日
も
汗
を
流
し
な
が
ら
一
生
懸

命
に
活
動
さ
れ
て
い
る
姿
に
感
動
し
、

年
齢
を
重
ね
て
も
、
ま
だ
ま
だ
自
分
に

で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
方
と
の
出
会
い
や
新
し

い
発
見
も
多
く
、
学
び
に
終
わ
り
が
な

い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
社
会
に
貢
献

で
き
る
場
が
あ
る
の
は
本
当
に
あ
り
が

た
く
充
実
感
を
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

趣
味

　
妻
と
娘
が
園
芸
を
趣
味
に
し
て
お
り
、

自
分
も
一
緒
に
花
植
え
を
し
て
い
ま
す
。

小
さ
な
花
を
何
種
類
か
育
て
て
お
り
、

い
つ
の
日
か
庭
を
花
い
っ
ぱ
い
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と

　
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し

て
若
い
世
代
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
り
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
の

方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
も
携
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

2024/12社協だより

高
年
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「敬老の日」に地域
を回る

No.51

氏
名
／
田
中
眞
也
さ
ん

所
属
／
一
般
作
業
班

作業の打ち合わせの様子

　
益
城
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
の
木
下
た
つ
み
副
会
長
に
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　
始
ま
り
は
令
和
２
年
に
町
役
場
福

祉
課
及
び
社
協
と
話
し
合
い
、
木
山
中

と
木
山
校
区
民
生
児
童
委
員
が
活
動

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
現
在
は
、
木

山
中
校
区
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

家
の
中
に
招
き
入
れ
て
く
だ
さ
る
方

や
若
か
り
し
日
の
話
に
盛
り
上
が
り
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
熊

本
地
震
を
き
っ
か
け
に
福
島
の
高
校
生

と
木
山
中
生
徒
と
の
交
流
を
行
っ
た
り
、

コ
ロ
ナ
禍
や
昨
年
は
暮
れ
の
ご
挨
拶
に

中
学
生
作
の
年
賀
状
を
届
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
活
動
は
中
学
生
の
自
主
性
を

尊
重
し
、
民
生
委
員
は
後
ろ
か
ら
見
守

る
だ
け
で
し
た
が
、
会
話
が
弾
み
、
活

動
の
中
で
改
め
て
地
域
の
中
を
歩
き
、

新
し
い
発
見
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
一
員
と
し
て
、

地
域
を
知
り
、
高
齢
者
と
関
わ
っ
た
体

験
が
地
域
活
動
へ
参
加
す
る
機
運
の
育

み
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
、
地
域
の
力

を
高
め
る
一
歩
と
感
じ
て
い
ま
す
。

訪問回数を重ねると会話が盛り上がりました

中学生の訪問を喜んで受け入れてくださいます



　
10
月
29
日
（
火
）
に
開
催
し
、
49
地

区
か
ら
82
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
交
流
会
は
、
各
地
域
サ
ロ
ン

間
の
情
報
共
有
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
サ
ロ
ン
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
年
１
回
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
古
閑
ミ
ニ
サ
ロ
ン
の
佐
伯

ヒ
ロ
子
さ
ん
と
齊
藤
幸
子
さ
ん
、
木
山

下
辻
団
地
ほ
ほ
え
み
会
の
井
芹
哲
史
さ

ん
に
活
動
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま

た
御
船
町
の
地
域
サ
ロ
ン
「
ぎ
ん
な
ん

ク
ラ
ブ
」
か
ら
古
閑
住
一
さ
ん
に
来
て

い
た
だ
き
、
ぎ
ん
な
ん
ク
ラ
ブ
の
活
動

発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
サ
ロ
ン
の
特
徴
や

工
夫
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
共
有
し
、「
う

ち
の
サ
ロ
ン
で
も
で
き
る
か
な
」「
こ

の
行
事
は
取
り
入
れ
て
み
よ
う
」
な
ど

の
意
見
が
聞
か
れ
、
今
後
の
地
域
サ
ロ

ン
活
動
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
交
流

会
と
な
り
ま
し
た
。

４2024/12社協だより

新しい協力員が誕生しました

ミュージックケアの様子

　
８
月
28
日
（
水
）
か
ら
４
回
に
わ
た

り
、
ミ
ナ
テ
ラ
ス
で
講
座
を
開
催
し
20

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
師
に
熊
本
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
の
上
野
祥
子
会
長
を
お
招
き
し

「
身
近
な
道
具
を
使
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
道
具
の
作
成
」「
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
と
体
力
測
定
を
や
っ
て
み
よ

う
」「
認
知
症
を
打
破
す
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
道
具
作
成
」「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ケ
ア
と
ま
と
め
」
に
つ
い
て
、
実
践

を
交
え
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
久
し
ぶ
り

に
こ
ん
な
に
笑
っ
た
」「
自
分
の
地
域

サ
ロ
ン
で
や
っ
て
み
よ
う
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
、
早
速
各
地
域
で
実
践
さ
れ

て
い
ま
す
。

地 域 サ ロ ン
地域福祉課

地
域
サ
ロ
ン
応
援
隊
養
成
講
座

地 域 サ ロ ン
地域福祉課

協
力
員
交
流
会
を
開
催

活動発表をしている御船町ぎんなんクラブの古閑住一さん

参加者から時折笑顔も見られました

牛乳パックでタワー　白い巨塔



５

ふ
れ
あ
い
交
流
会

地
域
福
祉
課

2024/12社協だより

　
町
内
在
住
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
、

役
に
立
つ
講
話
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
恒
例
の
ふ
れ
あ
い
交
流
会
を
９
月
26
日

（
木
）
木
山
校
区
、
10
月
３
日
（
木
）
飯
野
・
広

安
校
区
、
10
月
16
日
（
水
）
福
田
・
津
森
校
区
、

10
月
25
日
（
金
）
広
安
西
校
区
の
４
回
に
分
け
、

地
域
で
の
参
加
者
の
交
流
も
兼
ね
て
開
催
し

ま
し
た
。

　
熊
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
上
益
城
支
部

に
よ
る「
電
話
で「
お
金
」詐
欺
」講
座
で
は
、

実
際
に
起
こ
っ
た
で
き
ご
と
を
寸
劇
や
漫
才

を
交
え
な
が
ら
面
白
く
、
楽
し
く
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
益
城
町
で
も
ロ
マ
ン
ス
詐

欺
な
ど
も
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
電
話

の
対
応
方
法
な
ど
メ
モ
を
取
ら
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
た
、そ
の
後
は「
地

域
で
踊
ろ
う
盆
踊
り
社
中
」
に
よ
る
、
優
雅

な
「
山
鹿
灯
篭
」
の
踊
り
に
見
惚
れ
た
あ
と

は
、
盆
踊
り
や
「
炭
坑
節
」
な
ど
を
み
な
さ

ん
で
踊
り
ま
し
た
。「
益
城
育
ち
」「
益
城
小

唄
」
は
住
民
の
み
な
さ
ん
は
体
に
染
み
つ
い

て
い
る
よ
う
で
、
音
楽
が
鳴
り
始
め
る
と
み

息の合った漫才も披露されました

みなさん楽しい時間を過ごしていただきました地域で踊ろう盆踊り社中の踊り

「益城育ち」「益城小唄」が流れ出すと自然と体が動き出します

地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

楽しい寸劇や漫才に笑顔が溢れます

益城町の人権擁護委員による寸劇

な
さ
ん
息
も
ぴ
っ
た
り
踊
り
始
め
て
、
普
段

動
か
す
こ
と
の
な
い
体
を
動
か
す
機
会
に
も

な
り
ま
し
た
。

　
協
力
い
た
だ
い
た
民
生
委
員
の
皆
様
や
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
終
始
、
笑

い
声
が
絶
え
な
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
で
改
め
て
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を

感
じ
た
交
流
会
で
し
た
。
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生活困窮者自立支援事業（お困りごとの相談窓口）
在宅福祉課

　「働きたくても働けない」「住む場所がない」など、生
活に困っている方の相談について、この事業では相談窓
口を設けています。
　お困りごとの話を伺いながら、状況に合わせて支援内
容の情報提供を行い、他の専門機関での支援が必要であ

れば連携を図り、相談者一人ひとりに合わせた支援プラ
ンを作成します。
　専門の相談員が相談者の皆さんに寄り添いながら、他
の専門機関とも連携して、解決に向けた支援を行ってい
ます。

さまざまな困りごとの相談を受け、支援を行っています

くらしのこと
・生活に不安がある
・病院に行けない
・家族がひきこもっている

　何か気になることがありましたら、気軽にご連絡ください。
お問い合わせ　在宅福祉課　☎０９６－２１４－５５６６

仕事のこと
・仕事が見つからない
・働きたいけどブランクがある
・社会に出るのが不安

住まいのこと
・家賃が払えない
・家を出なければならない

お金（家計）のこと
・子どもの学費がない
・税金を滞納している
・借金の返済が大変
・電気や水道が止められている
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当
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
相
談
日

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◇
も
の
忘
れ
相
談
室

　
認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
の
解
決
を
一

緒
に
考
え
、
医
療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
、

必
要
な
機
関
に
ご
紹
介
す
る
相
談
室
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

相
談
日
／
12
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　

①
13
時
30
分
か
ら　

②
14
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

③
15
時
30
分
か
ら

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

※ 

事
前
予
約
制
で
す
。

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
第
２
回
社
協
ま
つ
り

開
催
日
時
／
12
月
21
日
（
土
）
10
時
か
ら
14
時

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
住
所
／
益
城
町
惣
領
１
４
７
０
）

内
容
／
地
域
活
動
・
能
登
半
島
支
援
発
表
、
伝

承
遊
び
、
展
示
・
体
験
・
販
売
な
ど

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
心
配
ご
と
相
談

　
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
ご
と
か
ら
、

土
地
や
相
続
な
ど
の
法
律
に
関
す
る
こ
と
ま
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※ 

予
約
不
要
（
相
談
対
応
中
の
場
合
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

日
時
／
毎
週
水
曜
日

　
　
　

10
時
か
ら
12
時
、
13
時
か
ら
15
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
Ｄ

　
　
　

 

住
所
（
益
城
町
宮
園
７
０
２
）

※ 

相
談
員
は
左
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
変
更
に
な
る
場

　

合
も
あ
り
ま
す
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
は
、

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
悩
み

ご
と
や
困
り
ご
と
を
受
け
止
め
、
支
援
機
関
と

の
連
携
や
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
な
が
ら

困
り
ご
と
の
解
決
を
目
指
す
地
域
の
身
近
な
相

談
員
で
す
。

　
ご
相
談
は
高
齢
・
障
が
い
・
子
ど
も
・
生
活

困
窮
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ

ず
、
包
括
的
に
受
け
止
め
て
ご
本
人
や
ご
家
族

と
困
り
ご
と
の
解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

　
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
暮
ら
し
の
中
で
の
困

り
ご
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
現
在
、
事
前
予
約
制
に
よ
る
個
別
入
会
説
明

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
に
つ
い
て

の
ご
相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
興
味
の
あ
る
方

は
事
前
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
／
随
時
（
平
日
９
時
か
ら
16
時
ま
で
）

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
事
務
所

　
　
　
（
住
所
／
益
城
町
惣
領
１
４
７
０
）

問
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
６
‐
２
８
９
‐
６
０
９
２

◇
つ
ぶ
や
き
サ
ロ
ン

　
各
地
域
サ
ロ
ン
で
の
活
動
で
、
参
加
者
の
最

近
の
想
い
（
つ
ぶ
や
き
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

～　

ア
レ
・
ソ
レ
で　

話
が
通
じ
る

年
齢
に　

～

～　

旦
那
さ
ま　

犬
と
留
守
番こ

れ
安
心　

～

～　

公
民
館　

行
っ
て
み
た
い
が

ど
こ
だ
っ
け　

～

～　

長
生
き
ば　

し
よ
う
と
思
っ
て

折
り
鶴
を　

～

～　

整
骨
院　

行
っ
て
今
日
も元

気
で
す　

～

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

日　程 専門相談員 相談員

１２月４日（水） 松尾英美
（司法書士）

前田宣俊
（民生児童委員）

１２月１１日（水） 松尾　一
（行政相談委員）

滝川朋子
（人権擁護委員）

友池留美子
（民生児童委員）

１２月１８日（水） 松尾英美
（司法書士）

清水志保美
（人権擁護委員）

椎葉るみ子
（民生児童委員）

１２月２５日（水） 松尾　一
（行政書士）

岡本壽則
（民生児童委員）

１月１日（水） 祝日（元日）のためお休みです



ロ
　町内の各地域サロンでは、高齢者をはじめ地域の人たち
が楽しく集まる空間づくりが盛んに行われています。また
介護予防の取り組みや閉じこもりの防止、見守り、仲間づ
くり、社会参加を目的とした活動などを行っています。
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〒 861-2233 熊本県上益城郡益城町惣領１４７０
益城町保健福祉センター「はぴねす」内
ＴＥＬ /096-214-5566　ＦＡＸ /096-214-5567
ホームページ　https://www.mashiki-shakyo.or.jp/

「誰もが安心して暮らせるまちづくりを
支えている活動を紹介します」

場所／下陳公民館／日時／毎月第１７日 １３時３０分

地域福祉塾卒業生活動紹介

～つながる地域・住みよいまち～

下陳千光寺サロン 寺中アヤメサロン

小峯ニコニコサロン 惣領４町内こがみサロン

場所／大峯公民館／日時／毎月第３水曜日 １０時

No.321

2024/12社協だより

地域サ ン

◀

２０２4年

12月

場所／惣領４町内公民館／日時／毎月第２水曜日 １３時３０分

　今回は、地域福祉塾卒業生の横井さんが代表を務めるエン
ジェル♡ハートの認知症マフ作りによる地域活動を紹介しま
す。きっかけは、新聞記事でこの活動を知った横井さんが、
ご自身の得意な編み物で地域貢献できることに感銘を受けた
ことが始まりです。
　認知症マフとは、認知症の方の不安などを軽減するための、
柔らかくカラフルな筒状のニット製品のことで、エンジェル
♡ハートでは作成した認知症マフを地域の施設等へ寄贈予定
です。

場所／寺中公民館／日時／毎月第４木曜日 １３時３０分

ご自宅で眠っている毛糸がありましたらご連絡ください

地域を支えるふくしの輪地域を支えるふくしの輪


